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データベース構築促進及び技術開発に関す る報告書

古墳 ・遺跡の指標 となる

土器データ検索パイ ロッ トシステムの作成

平成11年3月

財団法人 データベース振興センター

委 託 先 凸 版 印 刷 株 式 会 社



この事業は、競輪の補助金 を受けて実施 したものであるoo



序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たすものと期待 されている。今

後、データベースの普及によ り、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期待 され る。

さらに海外 に対 して提供可能なデータベースの整備 は、国際的な情報化への貢献および 自由な

情報流通の確保の観点か らも必要である。 しか しなが ら、現在わが国で流通 しているデータベ

ースの中でわが国独 自のものは1/3に す ぎないのが現状 で あ り
、 わが国データベースサー ビ

スひいてはバ ランスある情報産業の健全な発展を図るためには、わが国独 自のデータベースの

構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力に促進 し、データベースの拡充を図る必要

がある。

● このよう姪 請に応えるため、(財)デ_タ ベ_ス 振興センタ_で は躰 自転鞭 興会から

機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築お よび技術開発について民間企業、団

体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国際的に重要で、

また地域お よび産業の発展の促進に寄与すると考え られているデータベースの構築 とデー タベ

ース作成 の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化な どに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハ

ー ドウェア技術である
。

本事業の推進 に当って、 当財団に学識経験者の方々で構成 され るデータベース構 築 ・技術開

発促進委員会(委 員長 東海 大学教授 上條史彦氏)を 設置 してい る。

この 「古墳 ・遺跡の指標 となる土器データ検索パイロッ トシステムの作成」は、平成10年

● 度のデータベースの構築促進および技術開発促進事業として実施した課題の一つで、当財団が

凸版印刷株式会社 に対 して委託実施 したものである。 この成果が、データベースに興味をお持

ちの方々や諸分野の皆様方のお役 に立てば幸いである。

なお、平成10年 度デ ー タベ ースの構築促進 お よび技術開発促進事業で実施 した課題は次表

のとお りである。

平成11年3月

財 団法人 デー タベ ース振 興セ ンター



●

●



平成10年 度 データベース構築 ・技術開発促進事業委託課題一覧

●

▲

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1 生命保険商 品情報データベースプ ロ トタイプ構築 (株)平 和情報センター

2
ビジネス法定文書のサ ンプルフォームデータベース

の構築
ジャスネ ッ トコミュニ ケー シ ョンズ(株)

3
グル ー プ ウェ アに よるISO9001品 質 文 書 管

理 デー タベ ー ス ツー ル の構築
日本電子開発(株)

地域活性化 4 地域対応型の農業技術情報データベース構築 ア シス トマイ ク ロ(株)

技 術

5
登録 ジオ コー ドに基づ く世界データベースシステム

の開発
アジア航測(株)

6
複数 の認証局間における認証データベースの有効利

用に関す る調査研究
(株)イ フ ・ア ドバ タイ ジ ング

地域振興

7 十勝毎 日新聞記事データベース構築 (株)ケ ー シー ズ

8
付加価値データベースシステム構築 に関す る調査研

究
(株)イ ンター クラ フ ト

9
新規産業創 出のための業種を融合 した企業情報の

デー タベースの構築
(財)相 模原市産業振興財団

10

地域ホームページに係 わる リンク集整備 および自動

巡 回システム と全文検索エ ンジンを利用 した効果的

検索機能の開発

ミネルバ(株)

11
古墳 ・遺跡の指標 となる土器データ検索パイ ロッ ト

システムの作成
凸版印刷(株)

12 出雲古代遺跡デジタルデータベース構築 (株)出 雲王国

13
イ ンターネ ッ トを利用 した四国地域の研究者データ

ベースの構築 (財)四 国産業 ・技術振興センター

14 長崎県観光写真素材データベースの構築 長崎 メディア ミックス協同組合

15
沖縄伝統空手 ・古武道国際人材 リソースデータベー

ス
(株)ア イ エ ム アイ コー ポ レー シ ョン

▼
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古 墳 ・遺 跡 の指標 とな る土器 デ ー タ検 索パ イ ロ ッ トシス テ ム の作成

1パ イ ロ ッ トシス テ ム 作 成の 背景

考古 学 に対す る興 味は尽 きる ところがない。人類発祥 の起源 には じま り、太古の人々

が どの よ うな生活を営 み、 どのよ うに交流をはかっていたのか とい う疑問は、老若 男

女 を問わず一度 は抱 く普遍 のテーマであ り、 とりわ け有史以前の時代 を考証す ること

は、いわば ミステ リー にも似 たお もしろ さを伴 う。 とりわけ近年 の吉野 ヶ里、三内丸

山、加茂岩倉や黒塚 な どにおける貴重 な出土遺物 は、多 くの考古フ ァンを魅 了 し、ま

た多 くの考古 ファンを生み出 した。

一方 において
、新 たに発掘 され る遺跡 は毎年増大 し続 け、それに伴い、 これ らの遺

跡か ら出土す る遺物 の数 も天文学的な数 に及んでい る。

遺跡 あるいは古墳 の調査 において、その端緒 とな り、重要な意 味をもつのが遺跡 の

年代決定 である。遺構や数 々の出土遺物は年代を特定す ることによって、人類の足跡

をた どる資(史)料 とな り得 、そ の時 代 の 人 々の暮 らしや 、同時代 の他地域 との交流を

ひ もとく重要 な鍵 とな るか らである。

その古墳や遺跡 の年代決 定の指標 とされ るのが土器 で ある。 しか しなが ら、出土遺

物の中で も群 を抜い て多い土器は、重要な位 置を占めなが ら、その膨大な量故 に調査

に手間 どり、体系立 てて整理 ・分類す る作業が遅々 として進まないのが現状 である。

さらに、土器調査 にお け る障壁 となっている事柄 に、他 地域か らの搬入土器 の問題 が

ある。近隣集落か らの搬入 はもとよ り、奈 良と大阪、近畿 と九州 な どその流通範囲は

広 く、また多数 に及ん でいる。一般 に地域の教 育委員会の管轄 となっている古墳 ・遺

跡 は、各教育委員会所属 の研究者 に よって発掘 ・調査 されるが、他地域 か ら搬入 され

た土器 の年代 を同定す ることは地域の研 究者 にとって、その資料 が少 ないが故 に非常

に難渋す る ところであ り、 こ うした観点か らも、全国 レベルでの土器編年 資料の整備

が急がれてい る。

而 して、地域を単位 としたいわば縦糸をた ぐる研究か ら、地域 と地域 を連動 させ た

横糸 を結 ぶ研 究を可能 にす る資料(=デ ー タ)の 集積 一分 類 一整 理 一保 存 一活 用の途

を整備 す るこ とによって、土器研究 しいては古墳 ・遺跡 の研 究に寄与 し、考古学の新

たな展開への可能性 を探 りたい と考 える。そ してそれはまた、考古学研究者 に資す る

だけで な く、人類がた どった足跡 を垣間見、いかにすれば人類 が幸福 な営みをお くる

ことがで きるか をひ もとき、コ ミュニケーシ ョンの原点 を探 る重要 な手がか りとなる

もので ある とも考 えるのである。
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2本 パ イ ロ ッ トシス テ ム のね らい

2.1土 器 デ ー タベ ー ス 作成 の意 義

土器 は時 代の指標=も の さ しの役 割 を果 たす。 土器 は作 り手の 自由な発想 の もとに

作 られてい るのではな く、土器 の形や装飾 の様 式、技法 とい った事柄 はその時代時代

によって規制 されてお り、各時代 の典型 となる様 式は世代交代や新 しい技術 の導入 に

よって少 しずつ変化 を遂げ る。

古墳 時代 において土器 は煮炊きの道具や祭器 として生活必需品であった。壊れやす

く子孫に伝 えるこ とがで きず、しか しなが ら生活必需品であった土器 は必要 に迫 られ、

次々に生産 しなけれ ばな らなかった。 この結果、各地 に大量 に残 され た土器 は、形や

文様が異 なるものが見 られ、これ らを整 理 ・分類 し、編年順 に序列 づけることが可能

となった。 したがって、考古学研究 において土器 は古墳や遺跡 の年代変化 並びに地域

変化を探 る指標 として重視 されるので ある。

● 土器データベースの作成が考古学研究に果たす役割は大であり、膨大な数にのぼる

データを素早 く検 索 し、時代同定 を行 うシステムを開発 し、構 築す ることは、考古学

研究は もとよ り考古学(歴 史)教 育 、 地域 文 化 の 向 上 に も寄 与 しうるとともに、現在

国際的 レベ ルで進 め られ てい るデ ジタル アーカイ ブを実現す る うえで、地道 ではある

が、着実な一歩を踏み 出す契機 となる と考える。

2.2土 器 研 究 の 現 況

毎年 、膨 大 な数 が 出土す る土器 は、各地 にある博物館や歴 史資料館 、教 育委員会、

大学等研究機 関によって、個別 に保 管 ・整理 ・調査 されてお り、それ らを集成 したデ

ータベースはアナ ログ、デ ジタル に関わ らず未 だない。

また下記 の よ うな問題 も指摘 され てい る。

・考古学 上重視 され る実測図 と実写真 を併載 した土器編年 図がない

●'5誉 煙 き:嘉野灘㌶ 吉『熟議 ㌶ 葉裏違 二ζ)
・その結果 、せ っか く発 掘 した土器 を調査 しないまま、時代や器種 をない交ぜ埋

め戻す とい う、いわ ば文化財 の消滅 が行われ る

な ど、デー タベースのデ ジタル化 に よる整備 が急がれ るのである。

2.3パ イnッ トシ ス テ ム作成 の た めの基 礎 デー タの抽出

本パイ ロ ッ トシステムは、土器デー タベース作成 とその検索 システムを開発 す るこ

とを前提 とす るもので ある。

そ こで本パイ ロ ッ トシステムを作成す るにあた って次の ことを条件 とした。

・できるだけ広範 な時代 にお よぶ

・各時代 の典型様式 を備 える

・広範な器種 を網羅す る

・これ らの条件 を満 たす古墳あるい は遺跡 を抽出す る

な どである。
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また、 これ らの条件 を満 たす遺跡の抽 出にあた り、幸いにも畿内には多 くの遺跡や

古墳が散財 しているこ ともあ り、畿内の主要 な古墳 ・遺跡 出土の既整理土器資料 を渉

猟す る作業 が委託委員(斯 界研 究 者3名)各 位 に割 り当て られ た。

そ の結 果 、上 の条件 を満たす遺跡 として 「唐古 ・鍵遺跡(か ら こ ・か ぎいせ き)」

が抽 出 され た。

2.4唐 古 ・鍵遺 跡 と出土 土器 の位 置 づ け

奈 良県にある唐古 ・鍵遺跡は、1936年 末永 雅 雄博 士 に よっ て発 掘調 査 が開始 さ

れ、遺跡 総面積30万 ㎡、調査 面積 は27,000㎡ 、調 査 回数 は72回 にお よび(内

69回 は1978年 か ら約20年 間 に行 われ た もの) 、弥 生 土器 出土 数 は1遺 跡 と し

て は群 を抜 く10,000箱 に もお よん でい る。

当時推 定500人 の 大集 落 で あ った唐 古 ・鍵遺 跡 は各地で作 られた土器 も数多 く出

土 し、弥生時代前期か ら中期中頃 にかけては伊勢湾沿岸 をはじめ とす る東 日本地域 の

土器 が、中期後半は瀬戸 内海 沿岸の西 目本地域の土器 が搬入 され、また、大阪府 中部

(河 内)の 土器 は各 時代 を通 じて 恒 常的 に運 ばれていた。搬入土器の数 が多数 に及ぶ

とい うこ とは、 同時に、搬出土器 の数 も多数 に及ぶ ことを示 してい る。

唐古 ・鍵 遺跡 は弥生土器のデパー トとも称 され るほ どに、そ の数 ・種類 ともに豊富

であ り、また完 全な形 での発掘お よび復元 された土器 も多い。近畿地方 の土器編年の

基礎 とな った弥生土器編年図は、小林行雄博士が唐古 ・鍵遺跡の調査 を もとに して作

成 された もので あ り、而 して、本パイ ロ ッ トシステムの作成 にあたっては、 「唐古 ・

鍵遺跡 」の出土の弥生土器 をその基礎デー タとす ることとした。

3



●

●



3制 作 体 制

ス タ ッフ構 成 に関 して は 、学術デー タベー スを作成す ることを根幹 に据 え るため、

制作スタ ッフとは別 に、斯界研究者 にその監修 と編集 を委託 した。

監修

滋賀県立大学教授

菅谷 文則

編集委託委員

奈良県立橿原考古学研究所

寺澤 董

奈良県田原本町教育委員会

藤 田 三郎

凸版印刷株式会社

コーデ ィネ ーター

企画 ・編集 スタ ッフ

撮影ス タ ッフ

オーサ リングス タッフ

その他

実測図作成スタ ッフ

文字データ作成スタッフ

図3-1ス タ ッフ構成 と体 制
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4 実施スケジュール(予 定 と実績)
※各項目上段が予定 ・下段が実績

日 程

土器データベース委員会

開催予定

HIO

7月 8月 9月 10月 11月

魯委員蓑 鱒 難 鎮 争i秦…員長

坐◎・委員B…

12月

H11

1月 2 3

土器データベース委員会

開催実績

渉猟データの確定

データベースの内容検討

基本データベースの

構築方法確定

・mo

⇒ ・
e田

⇒-

'・'苗字

瞼9/穣

情報収集(資 料等)

情報整理(資 料等)

=".

ノロ
ぞれコ　 り 　びノエ 　 づ くくびロ
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5制 作基本方針と基礎データの作成

●

5.1制 作 基 本方 針

制 作基 本 方 針 の大 要 は 以下の通 り。

・小林行雄博士の弥生土器編年 図を基礎 に、その後新たに発掘 された土器 を渉猟 し、

最新 の弥生土器 編年図を構成す る。

・土器 実測図 と土器 全形 写真 を併収す る。

・付属す るデー タ(考 古学 上 必須 の文 字 資 料=遺 跡 デ ー タ ・採 取 デ ー タ ・遺物デー

タほか)も 併 収 す る。

・採 取 デ ー タ に関 しては、文字データのほか遺構 写真=出 土 状 況 写真 も併 収 す る

同パ イ ロ ッ トシステ ム検索システムの コンセプ トは以下の通 り。

・地域別 に分類 し、検索す ることが可能。

・年代別 に分類 し、検索す ることが可能。

・形態(器 種)別 に分類 し、検 索す る こ とが 可能。

・土器 の暦年代(縦 軸)と 分布 状 況(横 軸)を 相 関 的 に と らえ る こ とが 可能。

以 上の コンセ プ トをふ まえて基礎デー タの選択 に関 しては、パイ ロッ トシステムの

構築 な らび に、将来、 システムを本格稼働 させ るに足 る仕様 を備 えるデー タ蓄積 の方

法を模 索 し確立す るこ とが、委託委員各位 によって確認 された。

52基 礎 デ ー タの 作成

その結 果 、基 礎 デ ー タに関 し、以下の事項 が決定 され た。

(1)土 器(実 物)の 撮 影

① 正 面 全形 写真 を 必ず1枚 撮 影 す る。

→ 把 手 の あ る ものや 正面 と側面 との形状が著 しく異な るもの は正面 と側 面を撮

影す る。

②デ ィテール(特 徴 的 な文様 や 整 形 ・調 整 痕 ・炭化物付着 状況)も 必ず 撮影 す る

→ 実 測 図 に記 され たフィール ドノー トを視覚化す る。

③唐言 ・鍵遺跡 の各 時代様i式(20様 式)を 代 表 す る完 形 品 も し くは完 形 品に匹

敵す る土器、または土器編年 図を編む うえで不可欠の土器 を、各様 式 ごとに平

均5点 ず っ 選 定す る。

前期 中期 後期

第1様 式 第n様 式 第m様 式 第IV様 式 第V様 式 第VI様 式

(古)(中)(新) (古)

:

1-11[-2-a

:
lI_2_b
l

ll

n-1-alI-21皿 一3-a

ll

H-1-biil-3-b

1:1

皿一11皿 一21皿 一31田 一4

111

111
,↓1

:
W-11W-2

i
l

:
V-11V-2

i
l

lll

W-11W-21止31W-4

111

111
,ll

表5-1唐 古 ・鍵 遺跡 様 式 編年 対 照表
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図5-1唐 古 ・鍵 遺 跡 弥 生土器 編 年 図例

(2)実 測 図の作 成

① 実 測 図 は 実測 図(原 図))を1/2に 縮 小 し トレー ス した 図版 を作 成 。

② デ ジタルデー タ として可能 な範 囲でできるだけ原 図を再現す ることにつ とめる。

(3)文 字 デ ー タ の作 成

文 字 デ ー タは 〈年 代区分〉 〈土器種〉のほか、①遺跡デー タ、②採取デー タ、

③遺物データで構 成す る。各 デー タ内容 は以下の通 り。

①遺跡 データ
・遺跡名

・調査次

②採取データ
・出土遺構

・相位

・遺物番 号

・土器番 号

・出土年月 日

③遺物 デー タ
・保存状況

・残存状況

・法量(全 高/口 径/胴 径/底 径)

・製 作技 法/特 徴

→ 実 測 図 中 の フ ィール ドノー トを簡潔にわか りやす く記す。
・使用状況(煤 や 炭 化 物 の付 着 状 況/使 用 に よ る摩 耗 状 況)

・備 考(材 質/胎 土:土 質 ほ か)
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平成10年 度 第1次

「 ・'の とな る土 デ ー タベ ー ス 、パ イ ロ ・ トシ ス テ ム 写 己⇒=ロ
ノ
!1

1.日 時 平成10年12月15～17日

2.場 所 田原本町教育委員会文化財保存課

3.撮 影者 お よび 立会 人氏名

(委 員)藤 田 三郎(田 原本町 教育委 員会)

(撮影者)亀 村 俊二お よび助手1名

(事務局)森 澤 和 明(凸 版 印刷株 式会 社)

末 吉 敬子(〃)

桐 山 吉生(桐 山企画編集事務 所)

(延 べ14名/3日 間)

4.撮 影 内容

■全 形 写 真52点

■デ ィテール写真72点

○全形写真 ・唐 言 ・鍵遺跡 出土 の弥 生土 器 を中心に撮影 す る
。

・弥 生期の店主 ・鍵 遺跡 の土器 編年 図 を構成 す るに足 る主 要

な土器(年 代 区分 ・器 種 区分)を 渉猟 し、撮影記 録す る。

・撮影 記録す る土器全形 写真 は正面 全形 を基 本 とす る
。

・但 し、把手 な どをは じめ形 状的 に特徴 のあ るものは側面等

か らの撮影 も行 い、 よ り明瞭 に形 状判別 がで きる よ うに配

慮す る。

○デ ィテ ール写 真 ・ 〈突帯 〉 〈櫛 目〉 〈波 状紋〉 〈刷 毛〉 〈た た き〉 〈みが き〉

〈削 り〉… な どをは じめ各 土器 の特徴 な らびにそ の時代 に特

徴 的な様 式や工法 技術 を撮影 記録す る。

・当時の土器 の使用 状況 を推 測す るに足 る視 覚的 な情 報
、す

なわち土器 に付着 してい る 〈煤(煮 沸痕)〉 や底部 をは じめ

とす る 〈摩滅状態 〉を も撮影 記録 し、研究 資料 となす。

・そ の他 、土器研究 ・遺跡研 究 に資 す る と考 え られ る視覚 的

情報 を撮影記録す る。

図5-2-1撮 影 ・実 測 図 の 作 成 例
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■撮 影 フ ィ ー ル ドノ ー ト
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■全形写真撮影
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■デ ィテー ル写 真撮影一 覧
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唐古 ・鍵遺跡出土弥生土器データ検索パイmッ トシステ ム編集用 整理 カー ド(W46)
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6デ ジタル デー タの作成 およびデー タベースの構築

6.1画 像デ ジ タルデー タ

(1)デ ー タの種類 は以下 の通 り。

①全形 写真

②ディテール写真

③出土遺構写真

④土器実測図(ト レース図)

⑤ 土器 編年 図

⑥ 弥生遺跡 分布 図

(2)分 解(デ ジタル化)

①6×6cmフ ィル ムで撮影 した土器全形 お よびディテール写真は、土器研究上必要

とされる土器 の実物大での画像再現を可能ならしむため(今 回対象 とした土器 の

最大 の もの は全高約50cm)、 分解(デ ジタル化)は 美術印刷対応 のデー タ量 ・

解 像度 とした。

②実測 トレース図はできるだけ原稿に忠実に再現す るため(ト レー ス図 は濃淡太細

3種 の線 で描 かれ てい る)、 いったん フィル ム撮影 を行 い、印画紙 に焼き付けて

か ら、① と同様の処理を施 した。

(3)デ ー タ規 格

① 実画像:画 像 フォーマ ッ トJpEG(JFIF)200dpi

色標 準Apple17inch、RGB、D500、 γ1.8

② プ レビュー画像:画 像 フォーマ ッ トGIF72dpi256カ ラー

6.2文 字 デ ー タ

(1)デ ー タ の 種 類 は以 下 の 通 り。

① 遺 跡 デ ー タ

② 採 取 デ ー タ

③ 遺 物 デ ー タ

(2)文 字 デ ー タ入 力

① 文 字 デ ー タ は 当初 よ りデ ジ タル デ ー タで 入 力 …作 成 。

②HTML(HyperTextMarkupLanguage)仕 様 と し、 将 来 、イ ン ター ネ ッ ト等 で

の 発 信 に 対応 で き る機 能 を付 加 した。

(3)デ ー タ規 格

文 字 コー ド:EUCコv-一 一ド

63画 像 ・文 字 デ ー タの 統合

① 画 像 ・文 字 の 統 合 デ ジ タル デ ー タベ ー ス を作 成 し、 マ ル チ メデ ィア へ の 多様 な汎

用 を 可能 に した。
・ア ナ ロ グ メデ ィア 対応:印 刷 物 一書 籍 ・研 究 誌 ・ポ ス ター ・カ タ ロ グ …

映 像 一 ビデ オ ・写 真 プ リン ト…
・デ ジ タル メ デ ィア 対 応:

パ ッケ ー ジ 系 メデ ィ ア ーCD-ROM・DVD・PHOTO-CD…

通信 系 メデ ィ ア ーイ ン ター ネ ッ ト ・イ ン トラネ ッ ト ・エ ク ス トラネ ッ ト

LAN(LocalAreaNetwork)・WAN(WideAreaNetwork)
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②記述方式にはメディア ・スク リプ トを採用。 メディアや使用端末に左右 されない

動作環境を可能にした。

③ こ の 結 果 、Windows95お よびMacintosh専 用 ブ ラ ウ ザ あ る い はWWW(WorldWideWeb)

ブラウザで もデータ検索が可能。

6.4 パイ ロットシステムのデータ容量

〈 デ ー タ 〉 〈内 容〉<点 数 〉 〈容 量〉

■地図デジタル化 解説 ・地図 1 28.OMB

■写真デジタル化 土器全形写真 90 12.2MB

土器ディテール写真 193 73.1MB

遺構写真 75 4.2MB

■実測図デジタル化 90 11.9MB

● ■付属情報デジタル化 1 1.1MB

■PDFプ アイル 編年図(土 器 一覧) 1 5.9MB

土器カー ド 85 7.1MB

536 143.5MB

6.5シ ス テ ム構 成

〈 ジ ョブ 〉 〈ハ ー ド機i器 ・OS> 〈 ソ フ トウエ ア 〉

データ入力

■画像処理 ApplePowerMacintoshG3MT300 AdobePhotoshop4.OJ

■PDFフ ァイ ル 作 成 同 AdobeIllustrator7.OJ

● AdobeAcrobatDistiller3.OJ

■テ キス ト情 報入力 PC/AT互 換 機Windows95 MicrosoftExce197

リンク情報入力 Pentium200MHz

■Movie作 成 ApPlePowerMacintoshG3MT300 MacromediaDirector6.OJ

検 索システ ム

PC/AT互 換 機Windows95以 上 AdobeAcrobatReader3.OJ以 上

Pentium200MHz以 上 AppleQuickTime2.0

画像表示モー ド Netscape

800×600ド ッ ト256色 表 示 以 上 Co㎜unicator4.03以 上

(編年図検索のオプシ ョン) マ イ ク ロバー コー ドリー ダ ー Otto95
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6.6高 精 細 画 像 モ ニ タ対応 デ ー タ

本 パ イ ロ ッ トシ ステ ム にお い て はパ ー ソナ ル コン ピュー タ端 末 で の動 作 を 主 と した シ ス

テ ム を念 頭 にお くが 、現 物 と同 等 品 質 の画 像 を必 要 とす る研 究 者 に とっ て は 、

SHD(SuperHighDifinisionImage)や ハ イ ビジ ョン な どに よ る高精 細 ・超 高 精 細 画

像 モ ニ タ で の再 現 が必 須 とな る と考 え る。

した が っ て 、将 来 的 に は超 高 精 細 画 像 モ ニ タ対 応 のデ ー タ 量 ・質 を 具備 す る こ とが 可能 。
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タ

全形写真'

ディテール写真

出土遺構写真

土器実測図

土器編年図

弥生遺跡分布図

遺跡データ

採取データ

遺物データ

画 像

デー タ

文 字

デー タ

土 器
デー タベース

デ ジタル

デー タ化

超高精細画像
再現可能データ

CDrRont

DVD

パ ッ ケ ー ジ 系

メ ア イ ア

…

馨 　・
通 信 系 メ デ ィ ア

イ ン タ ー ネ ッ 声

イン 声ラネ ツ 声

エ クス 声ラネ ツ 声

∠〃

(Loca'AreaNetrrerV

棚 〃

rrVideAreeNetrvork)

検索システムL」

オーサ リング

本パイ ロッ トシステム
・… … 将 来の シス テム

ル　 〔 一タ

SHDモ ニ タ

(SuperHighDifinision)

ハ イ ビ ジ ョ ン モ ニ タ

図6-1デ ー タ作成一構築一配信システム概念図
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土器データ番号

っ一イテール

写真(複 数)

出土遺構

写真

土器

実測図

文饗 難 ・
データ

土器編年図画像データ

解説カード

図6-2パ イロットシステム〈土器データベース〉に蓄積された情報
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7デ ー タ検索 システム

デー タ検 索 システムは今後の汎用を考慮 して、なるべ く簡略 に、かつ全国の遺跡 を網羅

することを前提 とした。 したがって、データへのアクセスは研究者 レベルでも教育機関で

利用する際にも整合するよう全国弥生遺跡分布地図より次第に各地域、各遺跡、各出土物

へ と導 く方法を採用 した。検索システムの概要は以下の通 りである。

このシステムの利点は以下の通 り。

・将来的に各地域→各県→各地方(圏)

→全 国を対象 とした土器デー タベース

を構築 した とき、本データ検索システ

ムで対応が可能。

・各地方 ・地域の研究者にとって近隣の

遺跡か ら出土 した土器データを素早 く

検索できる。

(現状 では各 土器 には名称が付 されてお

らず、また、共通の基盤に立つ コー ド

番号も付 されていない。)

・小学校 ・中学校 ・高等学校等 における

(地域)歴 史教育のサ ポー トツール と

しての利用を考慮 し、 目的の遺跡か ら

目的の土器を誰でも簡単に、素早 く検

索することができる。

・公共図書館 ・博物館 ・資料館における

オープンスペースでの利用にも好適で

ある。

・土器編年図を検索メニュー として用い

ることによって各遺跡の土器編年が一

目瞭然 となる。

・土器編年図上の土器 を従来の実測図か

ら写真 に置き換えることによって土器

編年図がよ り親 しみのあるもの とな り、

検索 したい土器を見つけやすい。

図7-1デ ー タ検索 システム概念 図

※デー タ検 索システムを含む本パイ ロットシステムの展開方法は図7-2参 照

全国弥生遺跡分布図

1

各地方(圏)弥 生遺跡分布図

1

各県弥生遺跡分布図

i
ii

i各地域弥生遺跡分布図i

i

○○遺跡

1

○○遺跡弥生土器編年図

1

口口時代

1

△△土器
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メインメニュー

邑概要検索 司

■詳細検索

(マイクロバーコード検索)

編 年 図(PDF)

レ

篁欝欝4
)

解説力
1

全形写真

文字データ

→

検索 メニュー

検索内容表示
■遺跡名

■期名

■器種

:

■土器

データ番号 一

芦

グループ

アイコン

グループ

アイコン

グループ

アイコン

グループ

アイコン

▲

グループ

アイコン

グループ

アイコン

グループ

アイコン

検索条件でヒットした土器詳細情報の

代表画像を表示

土器データ番号以外

3項 目のAND検 索可能

、7

検索内容表示

メイン画像(全形写真) 文字データ

・遺跡データ

・採取データ

・遺物データ

部分 部分 実測図 遺構

▼

解説 カード(PDF)

回囲

闇闇

関連画像(部 分、実測図等)を選択、クリックすると

メイン画像部分に拡大表示される。

図7-3パ イロットシステム〈土器データベース〉検索構造概要
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8検 索システムの機 能

8.1概 要検 索

概要検 索で は、土器編年 図に配置 された各年代の土器画像を選択 し、概要情報

を表示。

懸 藻嬬遮 螂 蓑唾:薬 司凛 口鍋 禦=.繰 痴

ばぜニば

い適 適

図8-2 概要検索く解説カー ド〉表示
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8.2詳 細検 索

カテ ゴ リー に よる絞 り込み検索やキーワー ドによるデータベース検索から、土

器の詳細情報を表示。

碑帝ラ確

「響

土器デ→番号:±:iiiii:i・ 撒 蛍

土器デ縛 号 塑 一 議 軌 ∴

2ma〈cm)こ:炉 ← 一 ～「-s'≒ 籔 ≡

.部』麟 一ク毒 づックマ「一ウ サ

♂藩告文ば醐 ち'熊 へ楕鐸'・㌻麟:≧ 、拶擬

:三賀選葵・・デ:(・繊 ・'棚蛤碁連索 ・1

撒
㍊ア纂

山
.宅
コ
♂

・・蕊鍵盤繍 藍,漁 蕊§謬錯….磁蝋無 禄総評 潜〉:憤i漁:総懸雲客蕊漁 遮 灘 愚妻§襟添}工竣:

■:s'■.■s'■ご■1、

期
朗
朗

削
中
後

カテゴリー〈大分類 〉

、
、晋s..・.'・.

=箒:…
・ 土 器 デ ー タ ベ ー ス

絞 り込み 図8-3詳 細検索画 面 く大分類 〉

カテ ゴ リー 〈中分類 〉

絞 り込み

図8-4

羊細検 索画 面 く中分類 〉

カテ ゴ リー〈小分類 〉
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図8-5

詳細検 索画面 く小分類 〉
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図8-5詳 細 検 索 く小 分 類 〉で年 代(カ テ ゴ リーー一)を 選択 。

詳細検索く該当土器一覧表示〉

〈土器一覧表示 〉か ら、調べたい土器

の画像を選択 ・クリックす ることによ

って、デ ィテール ・実測図 ・テキス ト

情報等その土器の詳細情報を全て表示

す ることができる。

また、それぞれの画像をクリックす る

と画面左部分に大きく表示 される。

24

図8-8

詳 細検 索 く画像拡大表示 〉
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、

8.3マ イ ク ロバ ー コー ド検 索

土 器 編 年 図(印 刷 物)の 画 像 に付加 され て い る 「マ イ ク ロバ ー コー ド」 をバ ー コ
ー ドリー ダー で 読 み と り

、該 当土 器 情 報 を ダイ レ ク トにデ ー タベ ー スか ら検 索 。

　 鷲 竃
戸 籍?{

方尉
鰐 遥

矧
宙
万期

的
中
後

タベース 竃"

■

・・♂

拓

.

.

　搬

鰺

,(塁

" '
,㎡

夢

.

♂
.'ウ
y

ノ莫ξ

・

.'

.

,一 瞬 、,-

1藷 、 煕 ヂ ぎ 謡 ・騨 ⊇

図8-9

バ ー コー ド検 索 くバ ー コー ド検 索 画 面 〉
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rマイクロバーコード」とは 、

目的 の情報を素 早く簡 単に取 り出すための極小サイズバーユードである。

(面積 は従 来のバーコー ドの1/20)

CD-ROMや インターネット等 の情報検 索は、ともすれば煩雑 で、パ ソコン利用のためのスキ ルが

ある程 度要求される。このマイクロバーコードを利用することによって、印刷 物のメリットである一覧

性を活 かしたピンポイント検索をあらゆる利用者 に対 して可能 にする。このような、マイクロバ ーコ
ードをインターフェイスとした「印刷物1と 「CD-ROMや インターネット」とのメディアミックス実現 の結

果、データベース利用 の大 幅な促進を図ることができる。

メインメニュー

■編年図から検索

■キーワード検 索

ロマイクロバーコード検索

、7

1バ ーコード検索1

バーコード入力

模索播号:㎜ ㎜o

土器データ番号表示

一覧表示

バーコードリーダ

でバーコードを読み取る

だけでデータベース

検索を実行

C

1111111)Hllili

検 果

(土器データ番号)を

画面に表示

Nlllii:ilimlll

バーコード検 索一覧表示

グループ

アイコン

該当土器情報表示

メイン画像(全形画像) 文字データ

・遺跡データ

・採取データ

・遺物データ

部分 部分 実測図 遺構

関連画像(部 分や実測図等)を選択、クリックすると

メイン画像部分に拡大表示される。

図8-10マ イ クロバ ー・一ーーコ ー・一一・ド検 索 に つ い て
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9パ イ ロッ トシステ ムの成果

本 パ イ ロ ッ トシ ス テ ム で は 、

「唐 古 ・鍵遺 跡 土 器 デ ー タベ ー ス ー弥 生 式 土器 編 一」 を構 築 した。

これ は 、CD-ROM上 で の ロー カ ル シ ステ ムで あ る。

このパイロッ トシステムの作成によって、

1.今 まで 「唐古 ・鍵 遺跡 」発掘調査 によって個別に集積 されてきた土器情報(実 測

図 ・遺構写真 ・発 掘情報等)が デー タベース に集約 され 、情報一元管理が実現 し

た。

また、今回土器写真 として〈全形写真 〉〈ディテール写真〉を新たに撮影 し、本

データベースに加 えることによって、より土器情報の充実を図ることに成功 した。

2.考 古学上重視 され る実測図 と実写真を併載 した 「土器編年図」を作成 した。

この 「土器編年図」は、まずモニタ上での検索ガイ ドとして利用できる。 さらに

マイクロバー コー ドを付加 して印刷物 として も作成 し、データベース(CD-ROM)

の ピンポイ ン ト検 索ガイ ドとして利用することができ、 「次世代編年図」 として

メディア ミックスを具現化 した。

3.波 及効 果 として、

今 回のパ イ ロ ッ トシステム作成の委託委員である研究者の方々に対 し、データベ
ースを基 とした新 しい土器研究手法の可能性 を提示 し

、従来の意識 を変える契機

となった。

10パ イ ロッ トシステム の評価

本パイロットシステムについて
・できるだけ広範な時代におよぶデータベースシステムの作成

・各時代の典型様式を備えるデータベースシステムの作成

・広範な器種を網羅するデータベースシステムの作成

・これらの条件を満たす古墳あるいは遺跡を抽出する

という当初の狙いが、

「唐古・鍵遺跡」を抽 出したことにより実現できた。

これは今後の全国展開に向けての大きな第一歩として評価できると言える。
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11今 後の課題 ど展開

11.1今 後 の課題

(1)デ ー タ収集 ・蓄積

① 本パ イ ロ ッ トシステムは唐古 ・鍵遺跡の弥生土器のデータを中心に構成 ・制作 したが、

地域的な広が り、あるいは全国レベルでのデー タ収集な らびに蓄積が行われなければ、

土器データベースの本来的な目的が達成 されたことにはな らない。

②地域的な広が りや全国レベルでのデータベースを作成す るにあたって、土器(遺 跡)

の コー ド化 が進 め られ る ことが望ましい。(コ ー ドに よる検索が可能)

→ デー タベ ース を構築す る ことによってコー ド化の促進につながる

③データは将来的に普及が見込まれるSHD(SuperHighDifinision)な ど超 高精 細

画像 モニ タでの再現可能なデータ量を要する。

→本パイロッ トシステムにおけるデジタルデータはこれに準拠 して作成 した。

(2)将 来 的 に は …

① パ ッケ ー ジ メデ ィア に落 と し込 まず 、 ネ ッ トワー ク を介 して の デ ー タベ ー ス 更新 、検

索 が 不 可 欠 。 検 索 に は専 用 ソフ ト以 外 にwebを 利 用 。

② プ ラ ッ トフ ォ ー ム

ServerOS:WindowsNT/Unix

DBエ ン ジ ン:Oracle8

ClientOS:Wirldows95/98

(デ ー タ登録 ・更新 な どに利 用)

閲 覧 用 端 末:webが 閲 覧 可 能 なPC

(3)斯 界 の理解 と協力

①地域～全 国 レベルへ と土器データを渉猟するには斯界の積極的な協力 と理解を要する。

②デジタルアーカイブの本来的な意義 を汲み取 り、 さらなるデータ集積を行 うためには

経済的な補助が不可欠である。

11.2今 後 の 展 開

(1)波 及 効 果●
①土器のシステマテ ィックで トータルな研究に大きく寄与。

②土器以外の考古学分野あるいは考古以外の多分野におけるデータベース構築の道標。

③考古学以外の多分野における活用を可能な らしむる。

④教育 ・学習サポー トツール として新たな視野が広がる。

⑤考古歴史資料館 ・博物館 ・図書館 ・大学等研究機関における活用とデータベース作成へ

の指針。

(2)今 後の展 開

① 考古歴 史資料館 での館 内データベース検索システムへの導入促進。

②一般の博物館 ・美術館 ・図書館などにおける同システム(コ ンテ ンツ制作 技術)の 応

用展 開。

③教 育サポー トツールへの幅広い応用展開。

※小 ・中 ・高校の教育教材 として実地検証可能。ただし、利用環境など、検証のため

の事前調査が必要 となる。

28



●

●



(3)デ ジ タル アーカイ ブの実現

①本パイ ロッ トシステムでの試みは地道ではあるが、国際的に推進 されようとしている

デジタルアーカイブを実現す る第一歩として位置づけ られ よう。

②デジタルアーカイブ構想の実現は数多く多分野において展開されているが、データベ
ース振興のためには＼ より多 くのデータを、確固たる見識のもとに蓄積 し、将来にお

ける活用の途 を見極めなければならない。

③本パイロットシステムは、データベース検索はもとよりデータそのものをいかに集積

し、活用す るかが問われ るものである。 したがって、今後、多分野におけるデジタル

アーカイブを促進す るうえで、本システム制作技術 を応用 したい と考える。

12ド リー ム プ ラ ン

12.1デ ー タベー スの さ らな る充実 と汎用化

①古墳 ・遺跡の集 中す る奈良県および大阪府(和 泉地方)の 土器 デー タベースの作成 な

らび にパイロットシステム汎用化の実現。

● ②近畿圏全般の土器データベース作成な らびにパイ ロットシステム汎用化の実現,

③全 国の主要 な古墳 ・遺跡 の土器 データベースの作成な らびにパイロットシステム汎用

化の実現。

図12-1近 畿 ・全 国の遺跡 の網 羅

12.2実 測 図 自動描 画

土器研 究 にお いてベ ース となる実測図を、土器全形写真 ・内部写真 あるいはレーザー光

による測定データをもとにコンピューターグラフィックスで描 き、煩墳で時間 ・人手な ら

びに高度 な技術を要す る実測図描画の自動化 ・システム化の実現を図る。

[コ占
コンピュターグラフィックス

墾
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12.3土 器 データ検 索ネ ッ トワークの構築

土器デー タ(パ イ ロ ッ トシステ ム)利 用者 か らのア クセ スに よ り、利用者の知 りたい土

器 についての情報を収集 しデータベースヘフィー ドバ ックす ることにより、システムの発

展 ・増殖を 目指す。さらに利用者の保有する土器画像をデータベースに登録 ・保存するこ

とができる、インタラクティブなシステム(ネ ッ トワー ク)を 構 築。

(例)利 用者 か らの画像 入力

↓

土器 データベース検索

↓

器種/様 式/年 代の同定

↓

同型(種)の 土器デー タ

(画像 ・文字)の 表示

↓

画像 データ(写 真 ・実測図)

の登録 ・保存

土器データベース

検索
←

図12-2利 用者 か らの検 索事例
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